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検
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マ
ン
草
間
台
遺
産
№

【
元
禄
八
年

草
間
村
「
御
検
地
帳
」
】

一
村
の
検
地
の
結
果
を
一
筆
ご
と
に
記
載
し
村

高
を
明
ら
か
に
し
た
土
地
台
帳
年
貢
徴
収
台
帳
。

記
載
様
式
は
、
一
筆
ご
と
に
、
そ
の
所
在
地
の
①

小
字
名
、
②
田
畑
屋
敷
の
別
・
等
級
（
上
・
中
・

下
の
品
付
け
）
、
③
面
積
、
④
分
米
（
ぶ
ん
ま
い

＝
年
貢
と
し
て
納
め
る
べ
き
米
）
、
⑤
名
請
け
人

（
年
貢
負
担
者
）
⑥
石
高
（
石
高
）
を
記
載
し
て

あ
り
ま
す
。

ち
な
み
に
、
元
禄
八
年
の
「
備
中
国
阿
賀
郡
草

間
村
御
検
地
帳

六
冊
之
内
一
」
の
最
初
の
ペ
ー

ジ
に
は
、
①
「
野
谷
」
、
②
「
中
田
」、
③
「
十
三

間

八
間
「
五
畝
十
四
歩
」
④
「
此
分
米
五
斗
五

升
四
合
七
勺
」
、
⑤
「
又
七
郎
」、
⑥
「
但
斗
代
一

石
六
升
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。（

参
・
左
の
写
真
）

当
時
の
「
小
字
名
」
や
「
人
名
」
な
ど
、
興
味

の
あ
る
情
報
が
書
か
れ
て
い
て
貴
重
だ
と
思
い
ま

す
。

短
歌

目
が
覚
め
て
カ
ー
テ
ン
開
け
れ
ば
朝
顔
の

昨
日
は
三
輪
今
日
は
六
輪

長
岡
愛
子

し
残
し
た
事
の
多
さ
よ
気
が
付
け
ば

早
や
百
歳
の
齢
と
な
り
ぬ

中
村
す
み
え

ひ
と
つ
鳴
く
熊
蝉
が
鳴
く
と
ぎ
れ
つ
つ

童
走
れ
ば
止
み
て
そ
れ
つ
き
り

滑

都

幾
年
も
墓
を
守
り
て
く
る
る
人

あ
り
て
感
謝
の
盆
を
迎
ふ
る西山

富
美
子

よ
く
見
れ
ば
蝙
蝠
や
っ
ぱ
り
鳥
じ
ゃ
な
い

顔
は
鼠
で
嘴
も
無
い

杉

秀
樹

俳
句

合
歓
咲
い
て
あ
た
り
明
る
く
盛
り
あ
げ
る

長
田
保
子

蟻
の
列
行
き
着
く
先
は
ど
の
辺
り

橋
本
八
重
子

川
柳

題
「
背
」「
林
」

木
も
草
も
背
で
運
ん
で
い
た
昔

林
道
が
整
備
を
さ
れ
て
自
動
車
で

髙
畑
文
子

子
供
背
負
い
て
大
鍋
に
だ
ん
ご
汁

竹
林
は
根
っ
子
強
く
て
我
泣
か
せ

才
田
茂
美

木
や
柴
を
背
中
で
運
ぶ
頃
想
い

林
道
も
人
は
通
れ
ず
獣
道

小
川
久
子

押
し
て
ま
だ
び
く
と
も
し
な
い
夫
の
背

竹
林
ぽ
っ
こ
り
ぽ
っ
こ
り
顔
を
出
し

中
村
す
み
え

母
の
背
に
似
て
き
た
妻
が
梅
を
干
す

森
林
に
期
待
外
れ
の
時
が
経
ち

笹
田

彰

背
後
か
ら
詰
め
の
甘
さ
を
叩
か
れ
る

ラ
イ
バ
ル
の
林
が
森
に
な
っ
て
き
た

田
井
芳
枝
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８
月

日
（
木
）
、
土
橋
交
流
セ
ン
タ
ー
グ
ラ
ウ

ン
ド
に
お
い
て
、

名
の
参
加
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

※
成
績
は
次
の
通
り
で
す
。

【
男
子
の
部
】

①
福
水

真

打

②
中
山
義
昭

③
竹
田
貴
美
雄

④
小
川
晴
夫

⑤
大
西

誠

【
女
子
の
部
】

①
西
上
み
す
江

打

②
小
川
重
子

③
西
本

操

④
西
村
宮
子

⑤
藤
野
晴
美

【
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
賞
】

・
小
川
重
子

・
福
水

真

・
中
山
義
昭

・
西
村
宮
子

【
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
賞

㍍
】

・
吉
川
岸
恵

・
植
田
茂
作

・
檀
本
祥
子

・
福
水

真

・
竹
田
貴
美
雄

・
小
川
晴
夫

・
西
上
み
す
江
２
本

・
西
本

操

・
杉

學

草

間

台

Ｇ
Ｇ
愛

好

会

８
月

大

会
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18

８
月

日
（
土
）
、
足
見
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
、
足
見
地
区
振
興
会
主
催
の
生
き
活
き
教
室
が

開
催
さ
れ
、

名
が
参
加
し
ま
し
た
。
特
に
夏
休
み

と
い
う
こ
と
で
、
小
学
生
の
参
加
も
あ
り
ま
し
た
。

げ
ん
き
広
場
に
い
み
の
藤
本
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、

介
護
予
防
を
目
的
に
、
身
体
機
能
の
維
持
た
め
毎
日

続
け
ら
れ
る
無
理
の
な
い
運
動
目
標
を
設
定
し
、
習

慣
に
な
る
よ
う
に
と
激
励
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
身

体
を
動
か
す
運
動
と
し
て
、
“
ス
テ
ッ
プ
プ
ラ
ス
”
と

い
う
足
踏
み
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
声
を
か
け
な
が
ら

楽
し
く
取
り
組
み
ま
し
た
。

運
動
の
後
は
、
足
見

を
守
る
会
の
東
正
虎
会

長
と
岡
本
尚
人
事
務
局

長
か
ら
、
「
介
護
予
防
に

役
立
つ
間
違
い
探
し
」

と
題
し
て
脳
ト
レ
ゲ
ー

ム
が
行
わ
れ
、
和
気
あ

い
あ
い
の
中
で
楽
し
く

明
る
く
取
り
組
ま
れ
て

い
ま
し
た
。

足

見

生

き

活

き

教

室

ステッププラスにチャレンジ

30

新
見
市
は
、
昨
年
４
月
か
ら
営
業
を
休
止
し
て
い

る
カ
ル
ス
ト
山
荘
の
宿
泊
施
設
「
か
れ
ん
ふ
ぇ
る
と
」

２
棟
の
改
修
工
事
を
発
注
し
、
こ
の
度
工
事
が
始
ま

り
ま
し
た
。
平
成
６
年
度
の
新
築
以
降
、

年
近
く

の
経
年
劣
化
に
よ
り
傷
ん
だ
外
壁
や
、
テ
ラ
ス
・
内

装
・
照
明
器
具
の
取
り
替
え
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

工
事
は
、
唐
松
の
中
村
建
設
工
業
（
株
）
が
受
注
し

て
お
り
、
現
在
外
部
の
木
造
テ
ラ
ス
や
、
台
所
の
流

し
台
な
ど
の
撤
去
作
業
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
市
で

は
、
今
秋
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
草
間
地
域
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
禍
で
「
密
」

を
避
け
る
レ
ジ
ャ
ー
需
要
が
高
ま
る
中
、
ア
グ
リ
ツ

ー
リ
ズ
ム
と
し
て
の
農
業
体
験
な
ど
を
中
心
と
し

て
、
都
市
部
か
ら
の
誘
客
を
図
り
、
地
域
の
活
性
化

に
役
立
つ
も
の
と
大
き
く
期
待
し
て
い
ま
す
。

「
か
れ
ん
ふ
ぇ
る
と
」
改
修
工
事
始
ま
る

ウッドデッキ撤去前

ウッドデッキ撤去後

８
月
１
日
（
月
）
、
湯
川
診
療
所

で
熱
中
症
を
テ
ー
マ
に
健
康
相
談
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
次
回
の
日
程
が

決
ま
っ
た
ら
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
み

な
さ
ま
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

湯
川
診
療
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

26 ８
月
４
日
（
木
）
、
草
間
台
児
童
ク
ラ
ブ
で
は
、

木
と
お
も
ち
ゃ
の
会
（
藤
本
忠
男
代
表
）
を
講
師
に
、

大
き
な
シ
ャ
ボ
ン
玉
や
ス
ラ
イ
ム
作
り
、
皿
回
し
に

挑
戦
さ
れ
ま
し
た
。
高
学
年
は
あ
っ
と
い
う
間
に
マ

ス
タ
ー
し
、
低
学
年
も
そ
れ
を
見
な
が
ら
徐
々
に
出

来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
保
護
者
も
飛
び
入
り
参

加
し
、
み
ん
な
で
楽
し
い
一
時
を
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。

日
（
金
）

の

２

回

目

に

は
、
木
を
使
っ

て
大
き
な
ジ
ェ

ン
ガ
や
ジ
ャ
ン

グ
ル
ジ
ム
な
ど

を

作

っ

て

遊

び
、
木
の
お
も

ち
ゃ
の
楽
し
さ

に
と
て
も
満
足

す
る
こ
と
が
で

き
た
よ
う
で
す
。

ジャングルジムを作る子どもたち

草
間
台
児
童
ク
ラ
ブ
で
科
学
ラ
ン
ド


